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絆で創る , 魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝 早起き ラジオ体操 朝ごはん！

月号3 平成 29 年せとうち
広報

鹿児島県奄美大島瀬戸内町 4月2日（日）Aコープ近くにてF
フ ァ ー マ ー ズ マ ー ケ ッ ト

armersMarket初開催、議会だより第164号：P5～13

まちの人口と世帯　平成 29 年 1 月末日現在　
人口
9,128 人（前月比‐5）　

人口（男）
4,406 人（前月比 -2）

人口（女）
4,722 人（前月比‐3）　

世帯数
5,220 戸（前月比 - 4 ）　

i

スポーツ少年団
って何だ？
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スポーツ

少年団って

何だ？

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
は
？

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
理
念
は
、

「
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
現
代
社
会

に
生
き
る
子
供
た
ち
を
、
心
身
共

に
健
全
で
、
子
ど
も
ら
し
い
明
る

い
表
情
を
も
っ
た
元
気
な
子
供
に

育
て
る
こ
と
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
勝
敗
の

結
果
だ
け
で
は
な
く
、
監
督
や
指

導
者
、
地
域
・
校
区
を
越
え
た
仲

間
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

の
幅
広
い
交
流
や
地
域
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
通
じ
て
、
社
会

性
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
学
べ
る

場
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

課
題
は
団
員
数
の
減
少

　

ど
の
団
体
も
少
子
化
等
に
よ

り
、
団
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
難

し
い
状
況
で
す
。

瀬戸内
ファイターズ
スポーツ少年団

諸鈍スポーツ

少年団

瀬戸内柔道

スポーツ少年団

瀬戸内空手道

スポーツ少年団

古仁屋
キャノンボール
スポーツ少年団

古仁屋ミニバス
ケットボール
スポーツ少年団

瀬戸内少年相撲

瀬戸内サッカー

スポーツ少年団

古仁屋
バレーボール
スポーツ少年団

瀬戸内町の
スポーツ少年団

瀬戸内町では、現在９団

体が活動しています。

詳細については、各団体

または下記、社会教育課

へお問い合わせください。

☎ 0997-72-2905

今月の特集は、「スポーツ

少年団」です。新聞等で

勝敗などが取り上げられ

ている、スポーツ少年団。

監督や指導者、保護者の

思いを聞いてみました。
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古
仁
屋
キ
ャ
ノ
ン
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

24
名
で
活
動
中
の
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

「
キ
ャ
ノ
ン
ボ
ー
ル
」。

　

監
督
の
田
渕
秀
和
さ
ん
は
、
野
球
を
通
じ
て
、
子

ど
も
達
が
礼
儀
を
学
び
、
体
を
鍛
え
、
人
を
思
い
や

る
心
豊
か
な
人
に
な
れ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
「
目
標
と
し
て
勝
つ
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
一
番

大
切
な
こ
と
は
、
野
球
を
楽
し
む
こ
と
や
社
会
生
活

の
基
本
を
学
ぶ
こ
と
。
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
勝
ち
負
け
の
喜
び
や
悔
し
さ
を
経
験
し

て
、
思
い
や
り
の
心
が
持
て
る
よ
う
に
成
長
し
て
欲

し
い
で
す
」
と
子
供
た
ち
の
「
心
」
の
成
長
を
願
っ

て
い
ま
す
。

「
心
」
の
チ
カ
ラ

　

平
成
27
年
度
に
は
、
奄
美
群
島
で
開
催
さ
れ

た
全
大
会
で
優
勝
し
、
今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
、

２
０
１
７
年
学
童
軟
式
野
球
新
春
大
会
を
２
連
覇
し

て
い
る
、「
キ
ャ
ノ
ン
ボ
ー
ル
」。

　

そ
こ
に
は
、
あ
い
さ
つ
や
礼
儀
な
ど
社
会
生
活
の

基
本
が
で
き
、人
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
、「
心
」

の
チ
カ
ラ
を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

野
球
を
楽
し
み
な
が
ら

成
長
し
て
欲
し
い
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
加
入

し
て
か
ら
、
あ
い
さ
つ
や
礼
儀

を
き
ち
ん
と
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
話
す
、
保
護
者

の
山
田
敏
文
さ
ん
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
、
監
督
や
周

り
の
人
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に

続
け
て
ほ
し
い
で
す
」

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
優
勝
で
き

る
と
う
れ
し
い
と
話
す
、
キ
ャ
プ
テ
ン

の
山
田
侑ゆ
う

聖せ
い

（
小
６
）
さ
ん

感謝を忘れずに。

監督の田渕秀和さんと団員達
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古
仁
屋
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

自
身
も
ミ
ニ
バ
ス
の
団
員
だ
っ
た
と
い
う
、
指
導

者
の
川
井
順
さ
ん
。

　

バ
ス
ケ
を
通
じ
て
、
や
さ
し
さ
や
礼
儀
を
き
ち
ん

と
で
き
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
清
掃
活
動
や
福
祉
施

設
を
訪
問
す
る
な
ど
地
域
と
の
関
わ
り
合
い
を
大
切

に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

一
か
ら
子
ど
も
達
の
た
め
に

　

現
在
は
部
員
34
名
の
同
団
体
も
、
６
年
ほ
ど
前
は

全
く
勝
て
ず
に
、
団
員
も
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
そ

う
で
す
。

「
良
い
指
導
者
へ
話
を
聞
き
に
行
く
な
ど
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
一
か
ら
考
え
ま
し
た
」
と
話
す
川
井
さ

ん
。
活
動
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
今
が
あ
り
ま
す
。

「
考
え
る
」
チ
カ
ラ

　

考
え
る
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
を
柱
に
指
導
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
最
初
か
ら
答
え
を
出
さ
ず
に
、
子
ど
も
た
ち
に

一
度
は
考
え
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
に

必
ず
声
を
か
け
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

　

今
年
度
の
奄
美
群
島
の
大
会
で
数
々
の
優
勝
を
続

け
て
い
る
同
団
体
。
そ
こ
に
は
、「
考
え
る
」
チ
カ

ラ
や
地
域
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

「
バ
ス
ケ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、

人
見
知
り
が
減
り
、
親
子
の
会
話

が
増
え
ま
し
た
」
と
話
す
、
保
護

者
の
山
下
慎
太
郎
さ
ん
。

「
バ
ス
ケ
が
上
達
す
る
だ
け
で
な

く
、
考
え
る
力
や
み
ん
な
と
一
致

団
結
し
て
ま
と
め
て
い
く
力
、
そ

し
て
周
囲
の
人
達
へ
の
感
謝
を
忘

れ
ず
に
成
長
し
て
欲
し
い
で
す
」

　

１
年
生
か
ら
バ
ス
ケ
を
始
め
た
と
い
う
、

キ
ャ
プ
テ
ン
の
６
年
生
、
沖
聡
介
さ
ん
。

　

技
術
だ
け
で
な
く
、
あ
い
さ
つ
や
靴
を
並
べ

る
な
ど
礼
儀
面
で
成
長
で
き
た
そ
う
で
す
。

バ
ス
ケ
を
通
し
て

考
え
る
力
を
伸
ば
し
た
い
。

指導者の川井順さんと団員達

バスケが上手くなる以外も。

保護者の山下さん（右）と沖さん（左）
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第４回（１２月）定例会 
★こんなことを決めました・・・ ２ 
★一般質問(9 名が登壇)・・・・ ３～９ 
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主
な
内
容
は
、「
し
ま
元
気

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
費
」
に
ふ
る

さ
と
応
援
基
金
事
業
費
と
し

て
６
０
，
３
９
６
千
円
。 

ま
た
、「
生
涯
福
祉
費
」
に

２
３
，
７
７
９
千
円
、「
臨
時

福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）

支
給
事
業
費
」
５
２
，
６
８

１
千
円
を
補
正
、「
地
籍
調
査

事
業
費
」
に
２
３
，
４
４
７

千
円
。「
防
災
・
安
全
交
付
金

事
業
費
」
に
１
０
，
０
８
６

千
円
を
追
加
し
、「
辺
地
対
策

道
路
整
備
事
業
費
」
、
２
４
，

０
０
４
千
円
、「
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
費
１
１
，

３
６
４
千
円
「
（
奄
振
）
港
湾

建
設
費
か
ら
１
３
，
９
２
４

千
円
を
減
額
し
ま
し
た
。 

総
額
１
億
２
１
１
０
万
７

千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。 

    
 

陸
上
自
衛
隊
奄
美
駐
屯
地

瀬
戸
内
分
屯
地
（
仮
称
）
の

用
地
と
し
て
、
節
子
字
６
８

４
番
地
の
一
部
の
町
有
地
を

防
衛
省
へ
売
払
い
処
分
を
す

る
。鹿

児
島
県
が
施
工
す
る
道

路
改
築
工
事
に
伴
い
道
路
用

地
と
し
て
造
成
す
る
埋
立
地

（
大
字
久
慈
字
伊
目
６
番
地

か
ら
大
字
古
志
字
浦
ノ
ー
２

０
番
地
乙
に
至
る
間
の
土
地

に
接
す
る
県
道
敷
き
の
地
先

公
有
水
面
）
面
積

２
，
４

６
９
・
２
３
㎡
の
埋
立
に
な

り
ま
す
。

町
道
網
野
子
峠
線
三
叉
路

か
ら
町
道
嘉
徳
支
線
の
終
点

間
の
林
道
嘉
徳
青
久
線
を
廃

止
し
て
、
町
道
に
認
定
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
国
の
補
助
事
業

で
整
備
を
進
め
る
為
の
も
の

で
す
。

任
期
満
了
に
伴
い
「
町
田

重
孝
」
氏
・「
久
保
浩
康
」
氏

「
川
井
黎
子
」
氏
３
名
を
引

き
続
き
選
任
い
た
し
ま
し
た
。

改選後初の議会、第 回（ 月）定例会は、 月１２日～１９日までの８日間の日

程で開かれました。はじめに正副議長選挙、常任委員会・運営委員会委員の選任、各広域

事務組合議会議員の選挙等を行い、新しい議会構成が決まりました。

また、専決議案 件、補正予算議案 件、条例議案 件、その他議案 件、議員発議

１件の計２４件の議案を審議し可決しました。

（主な議案等の要旨は次のとおりです。）

６月定例会では、総務経済常任委員会、文教厚生常任委員会の両委員長報告がな

されました。

 

一
般
会
計
補
正
予
算

第
３
号

町
有
財
産
の
売
払
い
に

つ
い
て

路
線
認
定
に
つ
い
て

（
林
道
→
町
道
）

消
防
組
合
議
会
議
員

に向
野

忍
議
員

農
業
共
済
事
務
組
合

議
会
議
員
に

元
井

直
志
議
員

介
護
保
険
一
部
事
務

組
合
議
会
議
員
に

中
村

義
隆
議
員

衛
生
組
合
議
会
議
員

に池
田

啓
一
議
員

大
島
地
区
広
域
事
務

組
合
議
会
議
員
は
、
次

の
と
お
り
で
す

固
定
資
産
評
価
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

監
査
委
員
に

澤

佳
男
議
員

公
有
水
面
埋
立
に
つ
い

て

 

 
 
 

 
第４回（１２月）定例会では、９名の議員が町政全般にわたり、質問・提言を行ない議論

を交わしました。一部を要約して、紹介いたします。 
なお、一般質問の詳細については町立図書館にて「会議録」をご覧ください。 

政
治
の
原
点

町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る

議
員

節
子
・
伊
須
集
落
の

災
害
か
ら
の
解
消
。
災
害
対
策

に
つ
い
て
粘
り
強
く
取
り
組

む
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

町
長

節
子
集
落
の
災
害
対
策

に
つ
い
て
は
、
平
成
３０
年
度
か

ら
実
施
予
定
の
県
営
中
山
間
総

合
整
備
計
画
に
伴
う
集
落
説
明

会
及
び
現
地
調
査
を
し
、
平
成

２９
年
度
に
県
と
国
の
ヒ
ヤ
リ
ン

グ
に
よ
り
事
業
採
択
の
認
可
を

得
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

伊
須
集
落
に
つ
い
て
は
、
今

年
の
４
月
２２
日
に
議
会
総
務

経
済
委
員
の
方
た
ち
と
、
現
地

調
査
を
行
な
い
、
伊
須
集
落
に

お
い
て
も
県
営
中
山
間
総
合
整

備
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、
今

年
の
１０
月
２６
日
に
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
と
あ
わ
せ
て
、
事
業
説

明
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

災
害
対
策
に
お
け
る
護
岸
の

か
さ
上
げ
に
つ
い
て
は
、
県
と

協
議
の
う
え
本
事
業
で
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

議
員

本
町
に
は
、
ガ
ジ
ュ

マ
ル
、
ア
コ
ウ
（
ホ
ー
ギ
）
、

デ
イ
ゴ
、
マ
ツ
な
ど
の
巨
木
、

神
木
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
樹

高
や
樹
齢
、
幹
回
り
な
ど
の
案

内
看
板
が
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
広
く
伝

え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

町
長

現
在
、
瀬
戸
内
町
の
樹

木
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
も

の
に
は
、
諸
鈍
の
デ
イ
ゴ
、
武

名
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル
、
油
井
の
サ

キ
シ
マ
ス
オ
ウ
ノ
キ
、
於
斉
の

ガ
ジ
ュ
マ
ル
、
西
古
見
の
デ
イ

ゴ
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
て
案

内
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

樹
高
や
樹
齢
等
の
標
識
に
つ

き
ま
し
て
は
、
掲
示
箇
所
も
あ

り
ま
し
た
が
破
損
し
た
り
、
無

く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
の
で
、
統
一
し
た
形
で
の

案
内
板
を
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

不
妊
治
療
費
助
成
に
つ
い

て議
員

不
妊
治
療
費
は
、
自

費
が
ほ
と
ん
ど
で
一
回
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
四
十
～
五
十
万

を
超
え
る
治
療
を
保
険
適
用

外
で
行
い
、
個
人
の
負
担
が
大

き
い
の
が
現
状
で
す
。
瀬
戸
内

町
独
自
の
助
成
制
度
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
伺
い
ま
す
。

町
長

現
在
、
本
町
に
お
き
ま

し
て
は
不
妊
治
療
の
保
険
適
用

外
に
つ
い
て
の
助
成
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
不
妊
治
療
を
受

け
る
際
に
必
要
な
交
通
費
及
び

宿
泊
費
を
助
成
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
独
自
の
助
成
制
度
に
つ

き
ま
し
て
は
、
不
妊
に
悩
む
夫

婦
の
不
妊
治
療
が
推
進
さ
れ
る

と
共
に
精
神
的
負
担
と
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
り
、
少
子
化

対
策
を
図
る
た
め
に
も
助
成
制

度
は
必
要
だ
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
は
相
談
窓
口

や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
助
成
対
象
範
囲
や
内

容
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

健
康
増
進
に
つ
い
て

議
員

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
建
設
に
つ
い
て
は
、
同
僚
議

安 和弘議員 

中村 義隆議員 
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第４回（１２月）定例会では、９名の議員が町政全般にわたり、質問・提言を行ない議論

を交わしました。一部を要約して、紹介いたします。 
なお、一般質問の詳細については町立図書館にて「会議録」をご覧ください。 

政
治
の
原
点

町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る

議
員

節
子
・
伊
須
集
落
の

災
害
か
ら
の
解
消
。
災
害
対
策

に
つ
い
て
粘
り
強
く
取
り
組

む
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

町
長

節
子
集
落
の
災
害
対
策

に
つ
い
て
は
、
平
成
３０
年
度
か

ら
実
施
予
定
の
県
営
中
山
間
総

合
整
備
計
画
に
伴
う
集
落
説
明

会
及
び
現
地
調
査
を
し
、
平
成

２９
年
度
に
県
と
国
の
ヒ
ヤ
リ
ン

グ
に
よ
り
事
業
採
択
の
認
可
を

得
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

伊
須
集
落
に
つ
い
て
は
、
今

年
の
４
月
２２
日
に
議
会
総
務

経
済
委
員
の
方
た
ち
と
、
現
地

調
査
を
行
な
い
、
伊
須
集
落
に

お
い
て
も
県
営
中
山
間
総
合
整

備
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、
今

年
の
１０
月
２６
日
に
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
と
あ
わ
せ
て
、
事
業
説

明
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

災
害
対
策
に
お
け
る
護
岸
の

か
さ
上
げ
に
つ
い
て
は
、
県
と

協
議
の
う
え
本
事
業
で
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

議
員

本
町
に
は
、
ガ
ジ
ュ

マ
ル
、
ア
コ
ウ
（
ホ
ー
ギ
）
、

デ
イ
ゴ
、
マ
ツ
な
ど
の
巨
木
、

神
木
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
樹

高
や
樹
齢
、
幹
回
り
な
ど
の
案

内
看
板
が
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
広
く
伝

え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

町
長

現
在
、
瀬
戸
内
町
の
樹

木
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
も

の
に
は
、
諸
鈍
の
デ
イ
ゴ
、
武

名
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル
、
油
井
の
サ

キ
シ
マ
ス
オ
ウ
ノ
キ
、
於
斉
の

ガ
ジ
ュ
マ
ル
、
西
古
見
の
デ
イ

ゴ
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
て
案

内
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

樹
高
や
樹
齢
等
の
標
識
に
つ

き
ま
し
て
は
、
掲
示
箇
所
も
あ

り
ま
し
た
が
破
損
し
た
り
、
無

く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
の
で
、
統
一
し
た
形
で
の

案
内
板
を
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

不
妊
治
療
費
助
成
に
つ
い

て議
員

不
妊
治
療
費
は
、
自

費
が
ほ
と
ん
ど
で
一
回
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
四
十
～
五
十
万

を
超
え
る
治
療
を
保
険
適
用

外
で
行
い
、
個
人
の
負
担
が
大

き
い
の
が
現
状
で
す
。
瀬
戸
内

町
独
自
の
助
成
制
度
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
伺
い
ま
す
。

町
長

現
在
、
本
町
に
お
き
ま

し
て
は
不
妊
治
療
の
保
険
適
用

外
に
つ
い
て
の
助
成
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
不
妊
治
療
を
受

け
る
際
に
必
要
な
交
通
費
及
び

宿
泊
費
を
助
成
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
独
自
の
助
成
制
度
に
つ

き
ま
し
て
は
、
不
妊
に
悩
む
夫

婦
の
不
妊
治
療
が
推
進
さ
れ
る

と
共
に
精
神
的
負
担
と
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
り
、
少
子
化

対
策
を
図
る
た
め
に
も
助
成
制

度
は
必
要
だ
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
は
相
談
窓
口

や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
助
成
対
象
範
囲
や
内

容
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

健
康
増
進
に
つ
い
て

議
員

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
建
設
に
つ
い
て
は
、
同
僚
議

安 和弘議員 

中村 義隆議員 
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員
か
ら
も
再
三
要
望
し
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
「
検

討
し
ま
す
」
の
答
弁
で
す
が
、

ど
こ
ま
で
計
画
さ
れ
て
い
る

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

教
育
長

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
と
政
策
推
進

室
・
社
会
教
育
課
と
の
三
者
で

話
し
合
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
要
望
に

お
応
え
で
き
る
よ
う
計
画
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

行
政
組
織
の
機
構
改
革
に

つ
い
て

議
員

事
務
の
迅
速
、
柔
軟

な
意
思
決
定
が
で
き
る
、
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
型
の
組
織
改
革
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長

機
構
改
革
に
つ
い
て
は
、

「
事
務
改
善
審
議
会
」
を
中
心

に
組
織
の
合
理
化
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
に

お
い
て
、
補
佐
級
等
の
人
数
が

多
く
、
こ
の
こ
と
が
逆
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
に
な
る
要
因
の
ひ
と
つ
で

も
あ
る
と
の
分
析
等
も
で
て
い

ま
す
の
で
、
適
正
な
配
置
に
な

る
よ
う
今
後
も
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

職
員
の
長
期
研
修
に
つ
い

て議
員

企
業
業
は
人
成
り
と

よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
役
場

職
員
を
専
門
職
員
と
し
て
育

て
る
た
め
に
、
大
学
で
の
研
修

を
含
め
専
門
学
校
や
先
進
地

で
の
長
期
研
修
の
お
考
え
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長

職
員
の
研
修
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
実
務
研
修
の
一
環

と
し
て
「
大
島
支
庁
・
奄
美
群

島
広
域
事
務
組
合
・
県
後
期
高

齢
広
域
連
合
事
務
局
・
鹿
児
島

県
町
村
会
」
へ
職
員
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
「
県
市
町

村
課
」
へ
の
研
修
派
遣
、
人
事

交
流
に
よ
る
県
・
専
門
学
校
・

先
進
地
派
遣
に
つ
い
て
は
受
け

入
れ
先
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、

機
会
を
と
ら
え
て
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

企
画
提
案
型
コ
ン
ペ
の
実

施
に
つ
い
て

議
員

恵
ま
れ
た
自
然
を
有

す
る
本
町
は
、
意
外
性
の
中
に

将
来
を
切
り
ひ
ら
く
ア
イ
デ

ア
等
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。企

画
提
案
の
コ
ン
ペ
に
よ

り
若
者
が
、
将
来
を
描
き
、
や

る
気
を
起
こ
す
環
境
作
り
は

必
要
と
思
い
ま
す
が
、
お
伺
い

し
ま
す
。

町
長

昨
年
の
１２
月
に
公
表
し

た
「
瀬
戸
内
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策

定
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
や
企

業
等
多
く
の
方
か
ら
企
画
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。
新
た
な
企
画

提
案
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
コ
ン
ペ
方
式
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
総
合
戦
略
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
も
の
は
取
り
入
れ
て
、

実
効
性
の
あ
る
総
合
戦
略
と
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

新
造
船
「
フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ

ま
」
の
料
金
に
つ
い
て

議
員

現
在
の
瀬
相
港
行

き
・
生
間
港
へ
の
乗
船
料
金
に

違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
新
造
船

に
お
い
て
も
料
金
は
据
え
置

き
で
し
ょ
う
か
、
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

町
長

現
在
の
フ
ェ
リ
ー
料
金

は
、
古
仁
屋
か
ら
瀬
相
間
が
３

６
０
円
、
古
仁
屋
か
ら
生
間
間

が
２
７
０
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

の
料
金
を
平
成
２９
年
４
月

１
日
か
ら
、
一
律
３
６
０
円
と

す
る
一
方
、
加
計
呂
麻
島
在
住

の
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９

０
円
の
離
島
割
引
を
適
用
し
２

７
０
円
と
す
る
方
向
で
、
現
在
、

国
及
び
県
と
協
議
を
重
ね
て
お

り
ま
す
。

瀬
相
待
合
所
管
理
人
の
長

期
に
わ
た
る
勤
務
に
つ
い

て議
員

瀬
相
待
合
所
管
理
人

の
募
集
方
法
に
つ
い
て
、
さ
き

ほ
ど
の
答
弁
で
は
今
ま
で
通

り
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
同
じ
人
物
が

年

藤光議員 

澤 佳男議員 
 

と
い
う
長
期
間
、
そ
の
仕
事
を

独
占
し
て
い
る
と
い
う
現
状

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
で
す
か
。

副
町
長

公
募
と
い
う
、
あ
る

意
味
公
平
な
形
で
の
募
集
方
法

の
な
か
で
、
そ
の
結
果
と
し
て

長
年
同
じ
方
が
従
事
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結

果
の
み
を
も
っ
て
募
集
方
法
の

あ
り
方
の
是
非
を
問
う
と
い
う

こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
従

事
さ
れ
て
い
る
方
に
関
し
て
町

民
か
ら
苦
情
が
あ
る
と
か
、
対

応
に
問
題
が
あ
る
と
か
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
そ
れ
な
り
の
対
応

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
。

議
員

わ
た
し
は
、
以
前
こ

の
質
問
を
し
た
と
き
に
、
な
ぜ

加
計
呂
麻
在
住
で
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
。

同
一
人
物
が
長
期
に
わ
た

っ
て
勤
務
す
る
の
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
期
限
を
切
っ
て
上
限

を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
の

か
、
と
質
問
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
も
考
え
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

商
工
観
光
課
長

こ
れ
は
単
年

度
募
集
で
あ
り
、
毎
年

月
に

広
報
誌
等
で
町
民
に
周
知
し
て
、

そ
の
年
の

月
か
ら
翌
年

月
ま
で
の
一
年
間
、
と
い
う
限

定
で
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

議
員

一
年
ご
と
の
契
約
だ

か
ら
、
何
年
続
け
て
も
か
ま
わ

な
い
と
い
う
の
は
、
わ
た
し
は

ち
ょ
っ
と
違
う
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

商
工
観
光
課
長

ほ
か
に
応
募

す
る
方
が
い
れ
ば
、
こ
ち
ら
で

選
考
等
を
し
て
決
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

一
名
し
か
応
募
が
な
か
っ
た
の

で
、
た
ま
た
ま
こ
う
い
う
長
期

間
に
わ
た
っ
て
業
務
し
て
い
た

だ
く
、
と
い
う
結
果
に
な
っ
て

い
ま
す
。

議
員

い
ま
は
、
そ
の
職
に

就
い
て
い
る
人
が
い
る
か
ら
、

他
の
人
が
応
募
し
な
い
。

し
か
し
、
た
と
え
ば

年

な
ら

年
の
年
限
が
き
て
そ

の
人
が
や
め
た
ら
、
す
ぐ
に
次

の
人
が
応
募
す
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
も
の
だ
と
、
わ
た
し

は
思
い
ま
す
。
そ
の
辺
の
こ
と

も
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

年
た
っ
て
も
、
そ
れ
で

も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、

年
で
も

年
で

も
、
一
人
の
人
物
が
そ
の
仕
事

を
独
占
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。わ

た
し
は
、
そ
の
仕
事
を
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は

町
民
の
中
に
い
く
ら
で
も
い

る
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
そ
の
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
る
町
の
ほ
う
が
、
そ
う
い

う
町
民
の
気
持
ち
を
忖
度
（
そ

ん
た
く
）
し
て
、
も
っ
と
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

町
政
に
つ
い
て

議
員

給
食
セ
ン
タ
ー
を
清

水
地
区
に
建
設
す
る
方
針
を

決
定
し
ま
し
た
が
、
予
定
地
を

購
入
さ
れ
た
の
か
、
不
動
産
鑑

定
の
見
積
額
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長

給
食
セ
ン
タ
ー
を
清

水
地
区
に
建
設
す
る
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
が
、
教
育
委
員
会

と
し
ま
し
て
は
、
用
地
の
取
得

に
つ
い
て
は
、
町
長
部
局
が
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
用

地
の
取
得
と
登
記
完
了
の
結
果

を
待
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま

す
。

議
員

防
災
セ
ン
タ
ー
の
建

設
は
、
補
助
事
業
の
名
称
が
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
内

容
、
施
設
建
設
の
進
捗
状
況
、

住
民
説
明
会
は
行
わ
れ
た
の

か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

名
称
変
更
に
つ
い
て
は

国
土
交
通
省
へ
の
陳
情
活
動
の

結
果
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
事
業
の
基
幹
事
業
で
あ
る

休
憩
施
設
整
備
事
業
と
し
て
採

択
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
設
建
設

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
本
年

十
一
月
二
十
一
日
に
建
設
検
討

委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
基
本

設
計
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
住
民
説
明
会
に
つ
い

て
は
、
町
広
報
誌
二
月
号
に
お

い
て
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

毎
年
四
月
に
開
催
さ
れ
る
嘱
託

員
会
に
お
い
て
施
設
の
概
要
を

渡島 芳臣議員 



9　　広報せとうち

 

と
い
う
長
期
間
、
そ
の
仕
事
を

独
占
し
て
い
る
と
い
う
現
状

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
で
す
か
。

副
町
長

公
募
と
い
う
、
あ
る

意
味
公
平
な
形
で
の
募
集
方
法

の
な
か
で
、
そ
の
結
果
と
し
て

長
年
同
じ
方
が
従
事
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結

果
の
み
を
も
っ
て
募
集
方
法
の

あ
り
方
の
是
非
を
問
う
と
い
う

こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
従

事
さ
れ
て
い
る
方
に
関
し
て
町

民
か
ら
苦
情
が
あ
る
と
か
、
対

応
に
問
題
が
あ
る
と
か
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
そ
れ
な
り
の
対
応

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
。

議
員

わ
た
し
は
、
以
前
こ

の
質
問
を
し
た
と
き
に
、
な
ぜ

加
計
呂
麻
在
住
で
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
。

同
一
人
物
が
長
期
に
わ
た

っ
て
勤
務
す
る
の
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
期
限
を
切
っ
て
上
限

を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
の

か
、
と
質
問
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
も
考
え
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

商
工
観
光
課
長

こ
れ
は
単
年

度
募
集
で
あ
り
、
毎
年

月
に

広
報
誌
等
で
町
民
に
周
知
し
て
、

そ
の
年
の

月
か
ら
翌
年

月
ま
で
の
一
年
間
、
と
い
う
限

定
で
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

議
員

一
年
ご
と
の
契
約
だ

か
ら
、
何
年
続
け
て
も
か
ま
わ

な
い
と
い
う
の
は
、
わ
た
し
は

ち
ょ
っ
と
違
う
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

商
工
観
光
課
長

ほ
か
に
応
募

す
る
方
が
い
れ
ば
、
こ
ち
ら
で

選
考
等
を
し
て
決
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

一
名
し
か
応
募
が
な
か
っ
た
の

で
、
た
ま
た
ま
こ
う
い
う
長
期

間
に
わ
た
っ
て
業
務
し
て
い
た

だ
く
、
と
い
う
結
果
に
な
っ
て

い
ま
す
。

議
員

い
ま
は
、
そ
の
職
に

就
い
て
い
る
人
が
い
る
か
ら
、

他
の
人
が
応
募
し
な
い
。

し
か
し
、
た
と
え
ば

年

な
ら

年
の
年
限
が
き
て
そ

の
人
が
や
め
た
ら
、
す
ぐ
に
次

の
人
が
応
募
す
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
も
の
だ
と
、
わ
た
し

は
思
い
ま
す
。
そ
の
辺
の
こ
と

も
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

年
た
っ
て
も
、
そ
れ
で

も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、

年
で
も

年
で

も
、
一
人
の
人
物
が
そ
の
仕
事

を
独
占
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。わ

た
し
は
、
そ
の
仕
事
を
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は

町
民
の
中
に
い
く
ら
で
も
い

る
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
そ
の
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
る
町
の
ほ
う
が
、
そ
う
い

う
町
民
の
気
持
ち
を
忖
度
（
そ

ん
た
く
）
し
て
、
も
っ
と
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

町
政
に
つ
い
て

議
員

給
食
セ
ン
タ
ー
を
清

水
地
区
に
建
設
す
る
方
針
を

決
定
し
ま
し
た
が
、
予
定
地
を

購
入
さ
れ
た
の
か
、
不
動
産
鑑

定
の
見
積
額
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長

給
食
セ
ン
タ
ー
を
清

水
地
区
に
建
設
す
る
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
が
、
教
育
委
員
会

と
し
ま
し
て
は
、
用
地
の
取
得

に
つ
い
て
は
、
町
長
部
局
が
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
用

地
の
取
得
と
登
記
完
了
の
結
果

を
待
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま

す
。

議
員

防
災
セ
ン
タ
ー
の
建

設
は
、
補
助
事
業
の
名
称
が
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
内

容
、
施
設
建
設
の
進
捗
状
況
、

住
民
説
明
会
は
行
わ
れ
た
の

か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

名
称
変
更
に
つ
い
て
は

国
土
交
通
省
へ
の
陳
情
活
動
の

結
果
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
事
業
の
基
幹
事
業
で
あ
る

休
憩
施
設
整
備
事
業
と
し
て
採

択
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
設
建
設

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
本
年

十
一
月
二
十
一
日
に
建
設
検
討

委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
基
本

設
計
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
住
民
説
明
会
に
つ
い

て
は
、
町
広
報
誌
二
月
号
に
お

い
て
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

毎
年
四
月
に
開
催
さ
れ
る
嘱
託

員
会
に
お
い
て
施
設
の
概
要
を

渡島 芳臣議員 
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説
明
し
、
各
集
落
民
及
び
市
街

地
の
方
々
へ
の
周
知
を
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

節
子
養
豚
団
地
に
関

し
て
町
と
の
賃
貸
契
約
書
の

解
除
を
通
知
し
、
そ
の
後
、
解

除
通
知
を
取
下
げ
た
経
緯
、
又

新
た
に
確
約
書
の
締
結
、
そ
の

後
、
本
契
約
書
を
締
結
し
た
経

緯
を

伺
い
ま
す
。

町
長

解
除
通
知
の
後
、
農
業

生
産
法
人
よ
り
賃
貸
契
約
解
除

に
対
す
る
異
議
申
立
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
お
互
い
に
合
意

に
至
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る

と
判
断
し
、
解
除
通
知
書
の
取

り
下
げ
を
通
知
し
ま
し
た
。

確
約
書
締
結
に
関
し
ま
し
て

交
渉
は
難
航
し
、
こ
れ
以
上
遅

れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
部
隊
配
備

の
白
紙
化
の
恐
れ
も
あ
り
、
損

失
補
償
額
三
千
万
円
、
営
業
移

転
用
の
土
地
と
し
て
町
有
地
を

譲
渡
す
る
内
容
の
確
約
書
を
締

結
し
ま
し
た
。

議
員

百
円
バ
ス
運
行
を
十

月
よ
り
試
験
運
行
を
始
め
ま

し
た
が
、
町
民
は
当
初
か
ら
批

判
的
で
し
た
。
観
光
客
が
利
用

し
に
く
い
時
間
間
隔
、
全
町
民

が
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
不

公
平
感
、
利
用
で
き
な
い
地
区

か
ら
は
相
当
不
満
が
出
て
い

ま
し
た
。
こ
の
事
業
を
全
路
線

で
実
施
す
る
と
、
収
入
率
は
下

が
り
県
補
助
金
が
カ
ッ
ト
さ

れ
毎
年
お
よ
そ
一
億
円
余
り

の
一
般
財
源
の
持
ち
出
し
と

な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
続
け
て

行
く
の
か
、
町
民
の
評
価
を
お

尋
ね
し
ま
す
。

町
長

試
験
運
行
の
結
果
を
み

て
検
討
い
た
し
ま
す
。
町
民
か

ら
は
時
間
帯
の
変
更
や
増
便
を

望
む
声
が
多
く
あ
り
ま
す
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

議
員

乳
幼
児
医
療
費
助
成

を
中
学
校
ま
で
拡
大
出
来
な

い
か
伺
い
ま
す
。

町
長

平
成

年
度
か
ら
実
施

出
来
る
様
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

議
員

学
校
給
食
費
の
無
料

化
を
早
急
に
出
来
な
い
か
伺

い
ま
す
。

教
育
長

今
後
の
財
政
状
況
を

勘
案
し
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

環
境
整
備
に
つ
い
て

議
員

加
計
呂
麻
地
区
の
道

路
周
辺
危
険
個
所
の
伐
採
計

画
を
伺
い
ま
す
。

町
長

緊
急
性
の
高
い
路
線
か

ら
随
時
伐
採
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い

て議
員

日
曜
日
の
商
店
街
を

は
じ
め
、
市
街
地
店
舗
が
軒

並
み
休
ん
で
お
り
ま
す
が
、

こ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

町
長

古
仁
屋
中
央
通
り
会

が
中
心
と
な
っ
て
実
施
い
た

し
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
お
き
ま
し
て
も
、
商
店
街
の

「
日
曜
・
休
日
休
業
」
に
対
す

る
意
見
が
最
も
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

本
町
の
商
店
街
は
、
個
人
営

業
、
家
族
経
営
の
店
舗
が
多
く
、

都
会
と
比
べ
て
勤
務
体
制
等

が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
は
い

な
め
ま
せ
ん
が
、
町
と
致
し
ま

し
て
も
、
今
後
の
世
界
自
然
遺

産
登
録
や
近
畿
圏
か
ら
の
格

安
航
空
機
（

）
の
就

航
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
増
加
す
る
観
光
客

等

へ

の

対

応

も

含

め

た

日

曜
・
祝
日
の
開
店
に
つ
い
て
、

商
工
会
に
協
力
を
お
願
い
し

て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

議
員

市
街
地
の
駐
車
場
が

少
な
い
問
題
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

町
長

市
街
地
の
駐
車
場
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

市
街
地
商
店
街
の
大
き
な
課

題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
近
年
、
バ
ニ
ラ

エ
ア
を
利
用
し
た
観
光
客
の

大
半
が
レ
ン
タ
カ
ー
を
使
用

し
て
お
り
、
市
街
地
に
お
け
る

駐
車
場
問
題
は
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
古
仁
屋
通
り
会
の
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
８
６
２

名
）
に
よ
り
ま
す
と
、
商
店
街

へ
の
不
満
及
び
商
店
街
へ
整

備
し
て
ほ
し
い
施
設
と
し
て

「
駐
車
場
・
駐
輪
場
」
が
最
も

多
い
意
見
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
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設
置
場
所
や
広
さ
、
利
便
性
、

維
持
管
理
運
営
な
ど
具
体
的

な
解
決
策
に
つ
い
て
、
通
り
会

や
商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら

対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

チ
ー
ム
せ
と
う
ち
に
つ
い

て議
員

鎌
田
町
政
に
お
か
れ

ま
し
て
は
「
チ
ー
ム
せ
と
う

ち
」
を
掲
げ
て
町
民
、
郷
友

会
、
役
場
職
員
が
一
体
と
な

っ
て
の
街
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
具

体
的
な
連
携
が
あ
る
の
か
、

ま
た
今
後
、
三
者
そ
れ
ぞ
れ

に
期
待
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば

伺
い
ま
す
。

町
長

私
は
、
就
任
以
来
、「
チ

ー
ム
せ
と
う
ち
」
を
旗
印
に
町

政
刷
新
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
根
幹
を
成
す
政
治
姿
勢

が
「
町
民
主
体
の
政
治
」
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
町

民
・
郷
友
会
・
役
場
職
員
と
一

体
と
な
っ
て
「
町
づ
く
り
」
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
連
携
に
つ
い
て

は
、「
瀬
戸
内
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策

定
、
「
奄
美
南
部
大
島
医
療
介

護
連
携
協
議
会
」
の
立
案
を
町

民
と
の
協
働
に
よ
り
進
め
て

い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
や
「
企

業
誘
致
」
等
に
つ
い
て
は
各
郷

友
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
税

収
向
上
や
誘
致
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

今
後
、
三
者
に
期
待
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
、「
大
切
な
ふ
る
さ
と
」

を
共
に
守
り
育
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
共
に
手
を

た
ず
さ
え
本
町
の
発
展
の
た

め
に
ご
尽
力
を
頂
き
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
人
と
人

の
大
切
な
繋
が
り
に
よ
り
「
チ

ー
ム
せ
と
う
ち
」
は
よ
り
大
き

く
成
長
し
て
い
く
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
用
ハ
ウ
ス
の
整
備
に

つ
い
て

議
員

こ
れ
か
ら
の
整
備
計

画
は
ど
う
か

町
長

こ
れ
か
ら
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
は
、
平
成
２９
年
度

事
業
に
お
い
て
国
庫
事
業
、
農

業
創
出
緊
急
支
援
事
業
（
条
件

整
備
事
業
）
で
２５
ａ
、
阿
木

名
・
嘉
鉄
地
区
に
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
県
単
事
業
、
農
業
農

村
活
性
化
推
進
施
設
等
整
備

事
業
（
産
地
づ
く
り
）
で
７
．

４
ａ
阿
木
名
地
区
に
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

議
員

リ
ー
ス
計
画
は
ど
う

か町
長

リ
ー
ス
計
画
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
例
地
域

の
調
査
等
を
行
い
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

議
員

費
用
的
な
面
は
ど
う

か町
長

現
在
、
町
が
導
入
し
て

い
る
施
設
で
事
業
費
は
１０
ａ
当

た
り
１
，
５
０
０
万
円
か
ら
２
，

２
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。
国

庫
補
助
事
業
の
補
助
率
は
国

６０
％
、
県
１６
％
、
町
１０
％
、
補

助
事
業
者
１４
％
と
な
り
ま
す
、

県
単
事
業
の
補
助
率
は
県
５０
％
、

町
２０
％
、
補
助
事
業
者
３０
％
と

な
り
ま
す
。

農
地
の
整
理
に
つ
い
て

議
員

不
在
地
主
対
策
に
つ

い
て

町
長

本
町
に
お
い
て
は
、
相

続
登
記
が
進
ま
ず
不
在
地
主
が

多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
農
地

中
間
管
理
事
業
等
に
係
る
優
良

農
地
に
つ
い
て
は
相
関
図
を
作

成
し
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を

通
し
て
担
い
手
へ
賃
貸
借
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

議
員

耕
作
放
棄
地
対
策
に

つ
い
て

町
長

現
在
、
遊
休
地
の
開
墾

に
取
り
組
ん
で
お
り
過
去
３
年

間
の
実
績
は
、
平
成
２６
年
度
開

墾
面
積
実
績
１
・
０
ｈａ
、
平
成

２７
年
開
墾
実
績
１
・
４
ｈａ
、
平

成
２８
年
度
１１
月
現
在
３
・
４
ｈａ

が
開
墾
さ
れ
、
さ
と
う
き
び
、

飼
料
用
の
草
、
果
樹
等
が
栽
培

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
遊

休
農
地
の
開
墾
に
積
極
的
に
取

組
ん
で
参
り
ま
す
。

議
員

農
業
公
社
に
つ
い
て

元井 直志議員 
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設
置
場
所
や
広
さ
、
利
便
性
、

維
持
管
理
運
営
な
ど
具
体
的

な
解
決
策
に
つ
い
て
、
通
り
会

や
商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら

対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

チ
ー
ム
せ
と
う
ち
に
つ
い

て議
員

鎌
田
町
政
に
お
か
れ

ま
し
て
は
「
チ
ー
ム
せ
と
う

ち
」
を
掲
げ
て
町
民
、
郷
友

会
、
役
場
職
員
が
一
体
と
な

っ
て
の
街
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
具

体
的
な
連
携
が
あ
る
の
か
、

ま
た
今
後
、
三
者
そ
れ
ぞ
れ

に
期
待
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば

伺
い
ま
す
。

町
長

私
は
、
就
任
以
来
、「
チ

ー
ム
せ
と
う
ち
」
を
旗
印
に
町

政
刷
新
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
根
幹
を
成
す
政
治
姿
勢

が
「
町
民
主
体
の
政
治
」
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
町

民
・
郷
友
会
・
役
場
職
員
と
一

体
と
な
っ
て
「
町
づ
く
り
」
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
連
携
に
つ
い
て

は
、「
瀬
戸
内
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策

定
、
「
奄
美
南
部
大
島
医
療
介

護
連
携
協
議
会
」
の
立
案
を
町

民
と
の
協
働
に
よ
り
進
め
て

い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
や
「
企

業
誘
致
」
等
に
つ
い
て
は
各
郷

友
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
税

収
向
上
や
誘
致
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

今
後
、
三
者
に
期
待
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
、「
大
切
な
ふ
る
さ
と
」

を
共
に
守
り
育
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
共
に
手
を

た
ず
さ
え
本
町
の
発
展
の
た

め
に
ご
尽
力
を
頂
き
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
人
と
人

の
大
切
な
繋
が
り
に
よ
り
「
チ

ー
ム
せ
と
う
ち
」
は
よ
り
大
き

く
成
長
し
て
い
く
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
用
ハ
ウ
ス
の
整
備
に

つ
い
て

議
員

こ
れ
か
ら
の
整
備
計

画
は
ど
う
か

町
長

こ
れ
か
ら
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
は
、
平
成
２９
年
度

事
業
に
お
い
て
国
庫
事
業
、
農

業
創
出
緊
急
支
援
事
業
（
条
件

整
備
事
業
）
で
２５
ａ
、
阿
木

名
・
嘉
鉄
地
区
に
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
県
単
事
業
、
農
業
農

村
活
性
化
推
進
施
設
等
整
備

事
業
（
産
地
づ
く
り
）
で
７
．

４
ａ
阿
木
名
地
区
に
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

議
員

リ
ー
ス
計
画
は
ど
う

か町
長

リ
ー
ス
計
画
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
例
地
域

の
調
査
等
を
行
い
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

議
員

費
用
的
な
面
は
ど
う

か町
長

現
在
、
町
が
導
入
し
て

い
る
施
設
で
事
業
費
は
１０
ａ
当

た
り
１
，
５
０
０
万
円
か
ら
２
，

２
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。
国

庫
補
助
事
業
の
補
助
率
は
国

６０
％
、
県
１６
％
、
町
１０
％
、
補

助
事
業
者
１４
％
と
な
り
ま
す
、

県
単
事
業
の
補
助
率
は
県
５０
％
、

町
２０
％
、
補
助
事
業
者
３０
％
と

な
り
ま
す
。

農
地
の
整
理
に
つ
い
て

議
員

不
在
地
主
対
策
に
つ

い
て

町
長

本
町
に
お
い
て
は
、
相

続
登
記
が
進
ま
ず
不
在
地
主
が

多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
農
地

中
間
管
理
事
業
等
に
係
る
優
良

農
地
に
つ
い
て
は
相
関
図
を
作

成
し
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を

通
し
て
担
い
手
へ
賃
貸
借
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

議
員

耕
作
放
棄
地
対
策
に

つ
い
て

町
長

現
在
、
遊
休
地
の
開
墾

に
取
り
組
ん
で
お
り
過
去
３
年

間
の
実
績
は
、
平
成
２６
年
度
開

墾
面
積
実
績
１
・
０
ｈａ
、
平
成

２７
年
開
墾
実
績
１
・
４
ｈａ
、
平

成
２８
年
度
１１
月
現
在
３
・
４
ｈａ

が
開
墾
さ
れ
、
さ
と
う
き
び
、

飼
料
用
の
草
、
果
樹
等
が
栽
培

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
遊

休
農
地
の
開
墾
に
積
極
的
に
取

組
ん
で
参
り
ま
す
。

議
員

農
業
公
社
に
つ
い
て

元井 直志議員 
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町
長

現
在
、
近
隣
の
農
業
公

社
を
設
立
し
た
市
町
村
の
取
組

み
状
況
等
を
調
査
し
研
究
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
農
業
公
社
・
農
業
生

産
に
取
組
む
法
人
の
設
立
に
向

け
方
向
性
の
検
討
に
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

町
の
将
来
に
つ
い
て

議
員

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

計
画
の
当
初
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
の
説
明
と
今
後
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
又
上
水
道
と

の
関
連
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

町
長

平
成
２８
年
５
月
に
役
場

関
係
部
署
の
職
員
で
構
成
す
る

「
瀬
戸
内
町
立
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
（
以
下
「
Ｐ
Ｔ
」
）
を
設
け

建
設
候
補
地
に
つ
い
て
協
議
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
か
ら
、「
清
水
文
化
村
構

想
」
の
一
部
と
し
て
清
水
が
候

補
地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

給
食
セ
ン
タ
ー
は
毎
日
１
日
当

た
り
４０
㌧
か
ら
５０
㌧
の
水
を

使
用
す
る
こ
と
が
分
か
り
、
簡

易
水
道
で
は
集
落
が
水
不
足
に

な
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
協
議

の
結
果
と
し
て
、
場
所
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

６
月
の
第
２
回
Ｐ
Ｔ
で
候
補

地
を
瀬
久
井
と
し
て
提
案
さ
れ

ま
し
た
が
、
当
該
地
が
都
市
計

画
の
用
途
地
域
制
限
区
域
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
、

用
途
制
限
の
変
更
手
続
き
に
つ

い
て
他
県
を
含
め
た
事
例
調
査

を
す
る
よ
う
に
指
示
が
あ
り
ま

し
た
が
、
後
日
、
候
補
地
は
、

現
在
進
行
中
の
上
水
道
事
業
を

整
備
の
う
え
、
清
水
地
区
と
い

う
こ
と
で
内
定
し
ま
し
た
。

水
道
課
に
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
う
え
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
し
て
候

補
地
を
清
水
地
区
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

用
地
の
取
得
等
が
完
了
し
ま

し
た
ら
、
調
理
機
器
を
含
め
た

全
体
設
計
や
補
助
金
申
請
を
行

い
、
建
設
に
向
け
て
進
め
て
い

く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

町
内
の
環
境
整
備
に
つ
い

て議
員

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
禁

止
条
例
の
計
画
は
、
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

町
長

国
・
県
及
び
各
市
町
村

と
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

町
内
の
海
水
の
透
明

度
の
悪
化
等
、
海
の
環
境
対
策

を
伺
い
ま
す
。

町
長

汚
れ
た
生
活
排
水
を
防

止
す
る
た
め
に
は
、
合
併
浄
化

槽
の
推
進
や
工
事
現
場
か
ら
流

出
す
る
、
赤
土
防
止
対
策
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。魚

類
養
殖
に
関
す
る
環
境
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
瀬
戸
内

漁
業
協
同
組
合
漁
場
改
善
計
画

に
基
づ
き
、
漁
場
環
境
保
全
に

配
慮
し
た
養
殖
漁
業
を
推
進
し

て
お
り
、
今
後
も
瀬
戸
内
漁
業

協
同
組
合
を
通
じ
、
養
殖
業
者

へ
適
正
な
漁
場
環
境
保
全
を
図

る
よ
う
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

議
員

加
計
呂
麻
に
計
画
中

の
第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長

今
後
、
農
業
公
社
・

農
業
生
産
に
取
組
む
法
人
の
設

立
に
向
け
方
向
性
の
検
討
に
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
員

脱
葉
機
を
各
集
落
ま

た
は
生
産
組
合
等
に
配
布
の

考
え
方
は
な
い
の
か
伺
い
ま

す
。

町
長

現
在
、
製
造
メ
ー
カ
ー

が
脱
葉
機
の
製
造
を
休
止
し
て

お
り
、
製
造
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ

い
て

議
員

一
時
預
か
り
事
業

（
マ
マ
・
サ
ポ
・
ス
マ
イ
ル
）
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

（
古
仁
屋
児
童
ク
ラ
ブ
）
に
対

す
る
支
援
等
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

町
長

鹿
児
島
県
子
ど
も
・
子 向野 忍議員 

池田 啓一議員 

 

育
て
支
援
事
業
補
助
金
交
付
金

を
活
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
所
に
対
し
て
、
運
営
面

や
施
設
整
備
等
に
も
サ
ポ
ー
ト

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員

運
営
費
等
が
補
助
枠

を
超
え
た
部
分
に
つ
い
て
、
町

長
の
子
育
て
支
援
の
政
策
予

算
と
し
て
支
援
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
い
ま
す
。

町
長

国
の
補
助
制
度
や
受
益

者
の
自
助
努
力
も
含
め
て
必
要

性
に
応
じ
て
助
成
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
員

児
童
・
生
徒
の
医
療

費
、
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い

て
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か

伺
い
ま
す
。

町
長

医
療
費
の
無
料
化
に
つ

い
て
は
、
平
成

年
度
か
ら
実

施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

給
食
費
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

財
政
状
況
を
勘
案
し
て
検
討
を

続
け
て
ま
い
り
た
い
。

与
路
島
・
請
島
・
加
計
呂
麻

島
の
救
急
医
療
体
制
に
つ

い
て

議
員

奄
美
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

町
長

県
立
大
島
病
院
を
基
地

と
し
て
、
本
町
ま
で

分
圏
内

で
指
定
し
た
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
飛
来
し
て
き
ま
す
。
救

急
車
、
救
急
艇
よ
り
も
早
く
到

着
し
、
搭
乗
医
師
等
が
救
急
救

命
士
等
よ
り
先
に
傷
病
者
と
接

触
し
搬
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
本
町
で
は
、
各
地
区
の
嘱

託
員
、
消
防
団
員
を
連
絡
員
と

し
て
配
置
し
奄
美
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
と
致

し
ま
し
た
。

議
員

救
急
艇
「
お
お
と
り
」

の
建
造
予
定
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

町
長

町
内
に
離
島
三
島
を
抱

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
救
急
艇
「
お
お
と
り
」

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、

平
成

年
度
に
基
本
設
計
、
平

成

年
度
に
奄
振
事
業
に
要
望

を
挙
げ
、
平
成

年
度
を
予
定

と
し
て
新
造
船
建
造
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

議
員

与
路
常
駐
看
護
師
不

在
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
長

大
阪
在
住
の
女
性
看
護

師
が
年
明
け
に
来
ら
れ
る
予
定

を
し
て
お
り
、
与
路
地
区
の
看

護
師
不
在
は
解
消
さ
れ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

議
員

防
災
無
線
・
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
の
難
聴
解
消
対
策
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

国
の
平
成

年
度
補
正

予
算
奄
美
群
島
成
長
戦
略
推
進

交
付
金
事
業
の
採
択
を
受
け
て
、

屋
外
拡
声
子
局
の
未
整
備
地
区

及
び
、
難
聴
地
区
と
な
っ
て
い

る
世
帯
、
公
共
施
設
を
対
象
と

し
て
本
年

月
末
ま
で
に
戸
別

受
信
機

台
の
設
置
を
完
了
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て

も
、
防
災
無
線
の
受
信
精
度
の

向
上
と
更
な
る
情
報
伝
達
の
整

備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

編
集
後
記

◆
新
し
い
議
会
構
成
の
も
と
、
町

民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
議
員
１０
名
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
り
ま
す
。

◆
議
会
報
編
集
委
員
会
も
、
主
に

一
般
質
問
や
委
員
会
活
動
を
中
心

に
議
会
の
状
況
を
皆
様
に
お
届
け

で
き
ま
す
よ
う
、
限
ら
れ
た
紙
面

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
精
一
杯
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
季
節
の
変
わ
り
目
、
健
康
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。
（
委
員
一
同
）

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長

澤

佳
男

副
委
員
長

元
井

直
志

委

員

岡
田

弘
通

〃

池
田

啓
一

〃

中
村

義
隆

〃

町
田

孝
明
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育
て
支
援
事
業
補
助
金
交
付
金

を
活
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
所
に
対
し
て
、
運
営
面

や
施
設
整
備
等
に
も
サ
ポ
ー
ト

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員

運
営
費
等
が
補
助
枠

を
超
え
た
部
分
に
つ
い
て
、
町

長
の
子
育
て
支
援
の
政
策
予

算
と
し
て
支
援
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
い
ま
す
。

町
長

国
の
補
助
制
度
や
受
益

者
の
自
助
努
力
も
含
め
て
必
要

性
に
応
じ
て
助
成
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
員

児
童
・
生
徒
の
医
療

費
、
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い

て
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か

伺
い
ま
す
。

町
長

医
療
費
の
無
料
化
に
つ

い
て
は
、
平
成

年
度
か
ら
実

施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

給
食
費
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

財
政
状
況
を
勘
案
し
て
検
討
を

続
け
て
ま
い
り
た
い
。

与
路
島
・
請
島
・
加
計
呂
麻

島
の
救
急
医
療
体
制
に
つ

い
て

議
員

奄
美
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

町
長

県
立
大
島
病
院
を
基
地

と
し
て
、
本
町
ま
で

分
圏
内

で
指
定
し
た
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
飛
来
し
て
き
ま
す
。
救

急
車
、
救
急
艇
よ
り
も
早
く
到

着
し
、
搭
乗
医
師
等
が
救
急
救

命
士
等
よ
り
先
に
傷
病
者
と
接

触
し
搬
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
本
町
で
は
、
各
地
区
の
嘱

託
員
、
消
防
団
員
を
連
絡
員
と

し
て
配
置
し
奄
美
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
と
致

し
ま
し
た
。

議
員

救
急
艇
「
お
お
と
り
」

の
建
造
予
定
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

町
長

町
内
に
離
島
三
島
を
抱

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
救
急
艇
「
お
お
と
り
」

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、

平
成

年
度
に
基
本
設
計
、
平

成

年
度
に
奄
振
事
業
に
要
望

を
挙
げ
、
平
成

年
度
を
予
定

と
し
て
新
造
船
建
造
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

議
員

与
路
常
駐
看
護
師
不

在
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
長

大
阪
在
住
の
女
性
看
護

師
が
年
明
け
に
来
ら
れ
る
予
定

を
し
て
お
り
、
与
路
地
区
の
看

護
師
不
在
は
解
消
さ
れ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

議
員

防
災
無
線
・
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
の
難
聴
解
消
対
策
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

国
の
平
成

年
度
補
正

予
算
奄
美
群
島
成
長
戦
略
推
進

交
付
金
事
業
の
採
択
を
受
け
て
、

屋
外
拡
声
子
局
の
未
整
備
地
区

及
び
、
難
聴
地
区
と
な
っ
て
い

る
世
帯
、
公
共
施
設
を
対
象
と

し
て
本
年

月
末
ま
で
に
戸
別

受
信
機

台
の
設
置
を
完
了
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て

も
、
防
災
無
線
の
受
信
精
度
の

向
上
と
更
な
る
情
報
伝
達
の
整

備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

編
集
後
記

◆
新
し
い
議
会
構
成
の
も
と
、
町

民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
議
員
１０
名
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
り
ま
す
。

◆
議
会
報
編
集
委
員
会
も
、
主
に

一
般
質
問
や
委
員
会
活
動
を
中
心

に
議
会
の
状
況
を
皆
様
に
お
届
け

で
き
ま
す
よ
う
、
限
ら
れ
た
紙
面

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
精
一
杯
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
季
節
の
変
わ
り
目
、
健
康
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。
（
委
員
一
同
）

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長

澤

佳
男

副
委
員
長

元
井

直
志

委

員

岡
田

弘
通

〃

池
田

啓
一

〃

中
村

義
隆

〃

町
田

孝
明
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「
奄
美
・
琉
球
」
を
世
界
自
然
遺
産
へ

■お問合わせ先　瀬戸内町立図書館・郷土館　☎０９９７－７２－３７９９
　　　　　　　　奄美野生生物保護センター　☎０９９７－５５－８６２０ 世界遺産

「
希
少
野
生
生
物
の
交
通
事
故
に
つ
い
て
・
・
・
」

　

み
な
さ
ん
は
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
な
ど
の
希
少
野
生

生
物
達
が
交
通
事
故
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す

か
？

　

残
念
な
こ
と
に
、
瀬
戸
内
町
で
も
実
際
に
交
通
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
近
年
こ
れ
ら
の
動
物
達
の
生
息
域
が
拡
大

し
て
き
て
お
り
、
数
も
回
復
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
県

道
で
の
交
通
事
故
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
に
あ
っ
て
い
る
動
物
は
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
や
ア
マ
ミ
ト
ゲ
ネ
ズ
ミ
、

カ
エ
ル
や
イ
モ
リ
、
鳥
類
も
交
通
事
故
に
あ
っ
て
い
ま
す
。

夜
間
、
車
を
運
転
す
る
際
に
は
十
分
気
を
付
け
、
安
全
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
道
路
上
で
死
亡
し
て
い
る
野
生
生
物
を
発
見
し
た

ら
、
大
和
村
の
奄
美
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
瀬

戸
内
町
立
図
書
館
・
郷
土
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 Vol 26

　戦没者等のご遺族の皆様へ　第十回特別 弔
ちょう

慰
い

金
きん

請求申請はお済でしょうか？特別弔慰　

　戦後 70 周年（平成 27 年）に当たって、戦没者等の尊い犠牲に思いをいたし、国として改めて弔
ちょう

慰
い

の意
を表するため、戦没者等のご遺族に特別弔慰金（記名国債）を支給するものです。
■支給対象者
　平成 27 年４月１日において、戦没者等に係る公務扶助料、遺族年金等の年金給付を受ける権利者がいな
い遺族のうち、どなたかお一人。
  ※「遺族」とは、戦没者等の死亡当時に既に生まれていた遺族（子は戦没者等の死亡当時の胎児を含む）で、
三親等内親族に限られ、法律により支給順位や要件が定められています。
■支給内容　額面 25 万円、５年償還の記名国債
■請求期間  平成 27 年４月１日から平成 30 年４月２日まで　※期間を過ぎると受けることができません。
■申請窓口　保健福祉課　保健福祉係　☎０９９７－７２－１０６８（内線 135・208）

■お問合わせ先　商工観光課　観光係　☎０９９７－７２－１１１５   　

平
成
29
年
度
観
光
施
設
清
掃
作
業
員
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

委託募集
　

商
工
観
光
課
で
は
、
観
光
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め

清
掃
人
夫
と
委
託
契
約
を
行
い
観
光
施
設
の
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
観
光
施
設
清
掃
人
夫
を
新
た
に
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
方
法

①
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で
満
年
齢
18
歳
以
上

②
瀬
戸
内
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
者

③
町
税
及
び
使
用
料
に
滞
納
が
な
い
者
（
同
一
世
帯
含

む
）

④
草
刈
り
機
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
資
格
を
有
す
る
者

■
応
募
期
間

平
成
29
年
２
月
24
日（
金
）～
平
成
29
年
３
月
10
日（
金
）

ま
で
（
土
・
日
を
除
く
）
※
郵
送
可
、
当
日
消
印
有
効

■
応
募
方
法

所
定
の
申
込
書
兼
履
歴
書
を
商
工
観
光
課
へ
提
出

※
申
込
書
兼
履
歴
書
は
、
商
工
観
光
課
観
光
係
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

■
清
掃
内
容

・
公
園
内
伐
採
清
掃
・
観
光
施
設
維
持
管
理

・
観
光
施
設
周
辺
伐
採
清
掃
・
景
勝
地
伐
採

・
公
園
内
伐
採
清
掃
・
戦
跡
周
辺
伐
採

・
戦
跡
公
園
周
辺
伐
採
清
掃
・
そ
の
他
景
勝
地
伐
採
等

■
募
集
人
員　

４
名

■
採
用
方
法　

書
類
審
査
に
よ
る

減速帯（町内2カ所）
凹凸でスピードを減速させる

2017年1月26日（木曜日）
町内県道で交通事故にあった
アマミノクロウサギ
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■
応
募
資
格

①
瀬
戸
内
町
（
加
計
呂
麻
地
区
）
に
住
所
を
有
し
て
い
る
者

②
年
齢
（
平
成
29
年
４
月
１
日
時
点
で
満
年
齢
18
歳
以
上
65
歳
未

満
の
者
）

③
町
税
及
び
使
用
料
等
に
滞
納
が
な
い
者
（
同
一
世
帯
含
む
）

④
伐
採
資
格
を
有
す
る
者

■
応
募
期
間

平
成
29
年
３
月
１
日
（
水
曜
日
）
か
ら

平
成
29
年
３
月
24
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
土
日
、
祝
日
は
除
く
）

※
郵
送
可
、
３
月
24
日
（
金
曜
日
）
消
印
有
効

■
申
込
手
続

所
定
の
申
込
書
兼
履
歴
書
を
建
設
課
土
木
施
設
維
持
係
へ
提
出
の

こ
と
。

（
申
込
書
兼
履
歴
書
は
、役
場
建
設
課
で
配
布
又
は
瀬
戸
内
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

■
採
用
方
法

書
類
選
考
に
よ
り
実
施

採
用
者
に
は
別
途
通
知
い
た
し
ま
す
。

■
雇
用
期
間　

平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で　

■
職
種　

道
路
伐
採　

■
そ
の
他 

募
集
人
員
（
４
人
）・（
月
15
日
）
雇
用

詳
細
は
、建
設
課
土
木
施
設
維
持
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
書
類
提
出
先　

〒
８
９
４
‐
１
５
９
２　

瀬
戸
内
町
古
仁
屋
船
津
23
番
地　

瀬
戸
内
町
役
場
建
設
課　

土
木
施
設
維
持
係

■お問合わせ先　建設課土木施設維持係　☎０９９７－７２－１１９７

平
成
29
年
度
道
路
伐
採
作
業
員
（
加
計
呂
麻
地
区
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
募
集
し
ま
す

作業員募集

■お問合わせ先　大島地区消防組合　瀬戸内消防分署予防係☎０９９７－７２－１１９０  　
　

平
成
29
年
春
季
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
「
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で
」
を
統
一

標
語
に
、春
の
火
災
予
防
運
動
が
平
成
29
年
３
月
１
日
（
水
曜
日
）

か
ら
７
日
（
火
曜
日
）
ま
で
の
１
週
間
、全
国
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

気
候
は
ま
だ
肌
寒
く
、
ス
ト
ー
ブ
等
火
気
の
取
扱
い
が
多
い
時

期
で
す
の
で
火
の
元
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
火
災
予
防
運
動
に
伴
い
、
市
街
地
の
火
災
予
防
訓
練
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
「
火
の
用
心
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
３
つ
の
習
慣
、
４
つ
の
対
策

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
！

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か
ら
離
し
て
使
用
す
る
！

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
火
の
元
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火

を
消
す
！

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

⑤
寝
具
・
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
物
品
を
使
用
す
る
。

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

⑦
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
作
る
。

■
簡
易
宿
泊
施
設
及
び
民
泊
等
に
お
け
る
消
防
設
備
に
つ
い
て

　
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」
世
界
自

然
遺
産
登
録
に
伴
い
、
簡
易
宿
泊
施
設
等
が
増
え
て
い
く
中
で
、

営
業
に
際
し
消
防
設
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

消
防
設
備
は
、
敷
地
面
積
・
収
容
人
数
等
に
よ
り
設
備
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
簡
易
宿
泊
施
設
及
び
民
泊
等
を
お
考
え
の
方
は
お

気
軽
に
消
防
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第 25 回奄美シーカヤックマラソン
in 加計呂麻大会の申し込みが始まります！

■主催　　瀬戸内町

■開催日　2017 年 7 月 2 日（日曜日）

■参加費　一般１万円、小中高校生５千円

■申込日　3 月 1 日（水）～ 4 月 28 日（金）

※締切後のご入金、受付はできません。

※商工観光課でも受付しています。

■お問い合せ（土日・祝日を除く）

①大会に関するお問い合せ

商工観光課内「大会事務局」☎０９９７－７２－１１１５

②申込に関するお問い合せ（午前９時半～午後５時半）

㈱ファインシステム☎０７９－４２０－６６６３

大会公式ホームページ

http://sk-amami.com

火災予防
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■お問合わせ先　福岡入国管理局鹿児島出張所　☎０９９－２２２－５６５８

■お問合わせ先　農林課農政係　瀬戸内町有害鳥獣対策協議会　☎０９９７－７２－１１７４

  　
「
名
瀬
審
査
室
開
庁
予
定
日
（
平
成
29
年
）」
を
ご
案
内
し
ま
す

  　

平
成
29
年
度
鳥
獣
被
害
対
策
実
践
事
業

　
　
　
（
イ
ノ
シ
シ
侵
入
防
止
柵
）
の
要
望
に
つ
い
て

名瀬開庁

鳥獣対策

　

奄
美
群
島
内
に
在
留
す
る
外
国
人
に
係
る
在
留
手
続
等
の
業
務
に

つ
い
て
、
平
成
11
年
４
月
以
降
、「
名
瀬
審
査
室
」
を
開
設
し
て
対

応
し
て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
と
お
り
本
年
の
開
庁

予
定
日
を
ご
案
内
し
ま
す
。

■
名
瀬
審
査
室
の
場
所 

 

奄
美
市
名
瀬
入
舟
22
‐
１　

名
瀬
港
湾
合
同
庁
舎
３
階

■
注
意
事
項

①
天
候
に
よ
っ
て
は
、
開
庁
日
又
は
開
庁
す
る
時
間
帯
が
急
き
ょ
変

更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
状
況
に
応
じ
て
上
記
お
問
合
わ

せ
先
ま
で
確
認
願
い
ま
す
。

②
各
種
申
請
手
続
き
及
び
必
要
な
資
料
等
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
上

記
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
照
会
願
い
ま
す
。

■
事
業
の
目
的

　

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
国
の
鳥

獣
被
害
対
策
実
践
事
業
を
活
用
し
、
農
家
自
ら
が
侵
入
防
止
柵

（
金
網
柵
）
の
「
自
力
施
工
」
を
行
い
、
効
果
的
な
鳥
獣
対
策

に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

■
事
業
内
容

　

自
力
施
行
に
よ
る
侵
入
防
止
柵
（
金
網
柵
）
の
整
備
（
直
営

施
工
方
式
）

■
事
業
の
導
入
条
件

①
町
重
点
振
興
品
目
【
さ
と
う
き
び
・
た
ん
か
ん
・
津
之
輝
・

ア
ボ
カ
ド
・
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
・
カ
ボ
チ
ャ
・
小
ギ
ク
・

肉
用
牛
（
牧
草
）】
を
栽
培
し
て
い
る
こ
と
。

②
専
業
及
び
兼
業
農
家
で
あ
る
こ
と
。（
農
家
台
帳
へ
の
登
録
）

③
農
地
に
つ
い
て
は
自
己
所
有
名
義
、
若
し
く
は
利
用
権
の
設

定
が
確
実
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

④
農
業
委
員
会
の
耕
作
証
明
書
が
発
行
で
き
る
こ
と
。

⑤
柵
の
設
置
を
自
力
施
工
で
行
え
る
こ
と
。

⑥
町
税
、
各
使
用
料
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑦
申
請
時
に
耕
作
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

■
申
込
方
法

　

右
記
の
条
件
を
満
た
し
た
う
え
で
、
要
望
す
る
圃
場
の
延
長

数
（
ｍ
）
を
実
測
し
、集
落
嘱
託
員
へ
平
成
29
年
４
月
28
日
（
金

曜
日
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

開設時間 第１日目
午後２時～午後５時半

第２日目
午前９時～正午

１月 １０日（火） １１日（水）

２月 １３日（月） １４日（火）

３月 １３日（月） １４日（火）

４月 １０日（月） １１日（火）

５月 ８日（月） ９日（火）

６月 １２日（月） １３日（火）

７月 １０日（月） １１日（火）

８月 ７日（月） ８日（火）

９月 １１日（月） １２日（火）

10 月 １０日（火） １１日（水）

11 月 １３日（月） １４日（火）

12 月 １１日（月） １２日（火）

■名瀬審査室開庁予定日（平成２９年）

「日本基督教団瀬戸内教会　かな保育園」様から一金５千円のご寄付をいただきました。
「昭和 37・38・39 年同窓生一同」様から一金３万円のご寄付をいただきました。
「瀬戸内ケーブルテレビ　株式会社」様から一金３万円のご寄付をいただきました。
青少年健全育成活動のための財源として大切に運用させていただきます。ご寄付ありがとうございます。

瀬戸内町青少年育成基金へご寄付がありました

■お問合わせ先　社会教育課☎０９９７－７２－２９０５
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瀬
戸
内
町
大
島
紬
技
能
者
養
成
所
の

　
　
　
　
　
　

  

織
工
を
募
集
し
ま
す

■お問合わせ先　商工観光課　商工労政係　☎０９９７－７２－１１１５ 織工募集
　

瀬
戸
内
町
で
は
、
大
島
紬
の
振
興
を
図
る
た

め
、
大
島
紬
技
能
養
成
所
を
設
置
し
、
技
術
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
員　

織
工　

若
干
名

■
入
所
資
格

　

町
内
に
居
住
す
る
満
16
歳
以
上
の
初
心
者

で
、
瀬
戸
内
町
大
島
紬
協
同
組
合
の
推
薦
を
受

け
た
者
。

■
養
成
期
間　

原
則
と
し
て
１
年
間
と
す
る
。

■
奨
励
金
の
支
給

　

養
成
期
間
中
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
奨
励
金

を
支
給
す
る
。

■
歩
合
給
の
支
給

　

養
成
期
間
中
は
、
織
り
賃
の
８
割
に
相
当
す

る
歩
合
給
を
支
給
す
る
。

■
募
集
の
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

瀬
戸
内
町
大
島
紬
協
同
組
合
（
瀬
久
井
）

☎
０
９
９
７
‐
７
２
‐
３
６
７
５

ブ
ロ
グ
：
瀬
戸
内
紬
組
合　

機
の
音
ブ
ロ
グ

http://setouchitsum
ugikum

iai.am
am

in.
jp/e634736.htm
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■お問い合わせ先　町民生活課国民年金係　☎０９９７－７２－１０６０ 　
　

年
金
コ
ー
ナ
ー

納付方法

■
国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
大
き
い
６
カ
月
前
納
・

１
年
前
納
・
２
年
前
納
や
、
月
々
50
円
割
引
と
な
る
早
割
制
度
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は
最

寄
り
の
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
で
き
ま
す

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
は
、
新
た
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
も
２

年
前
納
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
す
ま
す
便
利
な
納
付
方
法
に

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
有
効
期
限
を
迎
え
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
場
合
、
更
新

時
に
改
め
て
手
続
き
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
ご
希
望
の
方
、
ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
有
効
期
限
を
迎
え
る
方
は
、
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
電
子
納
付
（Pay-easy

）
の
利
用

　

Pay-easy

な
ら
、
自
宅
や
外
出
先
か
ら
、
夜
間
や
休
日
で
も
納
付

が
で
き
ま
す
。

　

納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
収
納
機
関
番
号
」、「
納
付
番
号
」、「
確

認
番
号
」
をPay-easy

対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
の
画
面
に
入
力
す
る
だ
け
で
納
付
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
複
数
の

銀
行
に
対
応
し
て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

年金キャラクター

「もくもく」

苗植え講座やレトルト簡単クッキング ■場所　加計呂麻島展示・体験交流館

■日時　平成29年3月5日（日）午前10時～正午

■募集人数　10名

■お申込みは　保健福祉課

☎０９９７-７２-１０６８　担当（西田、田村）まで

■内容　農林課による苗植え講座

　　　　レトルト食品を使った簡単クッキング

　　　　健康相談

男の家庭菜園 in カケロマ

今 回 の 教 室 は 、

日 曜 日 に 開 催

し ま す 。多 く の 方 の

参 加 を お 待 ち し て い

ま す 。

■対象者　加計呂麻島在住の 30 歳以上男性
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■お問合わせ先　保健福祉課　保険給付係　０９９７－７２－１０６８ 　
　

平
成
29
年
度 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
切
替
が
始
ま
り
ま
す

国保切替

■
切
替
期
間

平
成
29
年
３
月
27
日
（
月
曜
日
）
か
ら

平
成
29
年
４
月
７
日
（
金
曜
日
）
ま
で

■
切
替
場
所

①
古
仁
屋
市
街
地
（
大
湊
、
春
日
、
松

江
、
船
津
、
高
丘
、
宮
前
、
瀬
久
井
東

西
）
に
お
住
ま
い
の
方

役
場
１
階 

保
健
福
祉
課
（
国
保
窓
口
）

②
市
街
地
以
外
に
お
住
ま
い
の
方

　

各
集
落
の
嘱
託
員
が
切
り
替
え
を
行

い
ま
す
。

※
集
落
に
よ
り
切
替
方
法
が
異
な
り
ま

す
。
お
住
い
の
地
区
の
嘱
託
員
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
有
効

期
限
が
平
成
29
年
３
月
31
日
の
も
の
）

②
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

※
被
保
険
者
証
の
切
替
に
伴
う
準
備
期

間
が
あ
る
た
め
、
３
月
中
に
国
保
税
を

完
納
さ
れ
た
世
帯
（
特
に
金
融
機
関
で

の
支
払
い
の
場
合
）
は
、
完
納
確
認
が

遅
れ
る
た
め
、
行
き
違
い
が
生
じ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
切
替
の
際
に
必

ず
完
納
さ
れ
た
領
収
証
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

■
学
生
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　

町
内
に
住
所
が
あ
る
学
生
の
被
保
険
者
証
（
マ
ル

学
保
険
証
）
に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
以
降
に
役
場

窓
口
に
て
切
替
を
行
い
ま
す
。

 

・
持
参
す
る
も
の

①
在
学
証
明
書
（
新
学
・
新
学
年
を
確
認
す
る
た
め
、

４
月
１
日
以
降
に
学
校
よ
り
発
行
さ
れ
た
証
明
書
に

限
る
）

②
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
有
効
期
限
が
平
成

29
年
３
月
31
日
の
も
の
）

③
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

■
注
意
事
項

※
75
歳
以
上
（
65
歳
以
上
の
障
害
認
定
者
を
含
む
）

の
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の
被
保
険
者
証
に
つ

い
て
は
、
８
月
が
切
替
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
70
歳
～
74
歳
の
「
高
齢
受
給
者
証
」（
ピ
ン
ク
色
）

は
、
８
月
が
切
替
と
な
り
ま
す
。

■
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）
の
利
用

促
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

わ
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
国
民
医
療
費

の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
３
割
を

薬
剤
費
が
占
め
ま
す
。

　

私
た
ち
の
健
康
と
安
心
を
支
え
る
、「
国
民
皆
保

険
制
度
」
を
支
え
る
た
め
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
後
発
医
薬
品
と
は
…　

新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
と

効
果
が
同
じ
と
認
め
ら
れ
た
薬
で
す
。
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■お問合わせ先　保健福祉課　保健予防係☎０９９７－７２－１０６８（担当：中島、義田） 　
　

 
平
成
29
年
度 

人
間
・
脳
・
が
ん
ド
ッ
ク
受
診
の
補
助
申
請
が
開
始
さ
れ
ま
す

ドック申請
　

ご
希
望
の
方
は
、
左
記
の
条
件
を
ご
確
認

の
上
、直
接
病
院
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

病
院
へ
予
約
を
し
た
後
は
、４
月
10
日（
月

曜
日
）
以
降
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
月
１
日
～
９
日
に
病
院
へ
予
約

し
た
場
合
は
、
受
診
日
前
日
ま
で
に
随
時
受

付
し
ま
す
。

■
各
ド
ッ
ク
の
対
象
期
間

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
30
年
１
月
31
日
ま
で

■
申
請
受
付
場
所

　

役
場
１
階　

保
健
福
祉
課

　
　

保
険
給
付
係
（
国
保
窓
口
）

■
持
参
す
る
も
の

①
被
保
険
者
証

②
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

■
注
意
事
項　

　

平
成
29
年
度
内
に
特
定
健
診
の
各
種
ド
ッ

ク
、ま
た
は
集
団
健
診
（
特
定･

長
寿
健
診
）

の
ど
ち
ら
か
１
回
の
み
が
補
助
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

複
数
受
診
し
た
場
合
は
、
２
回
目
に
受
診

し
た
健
診
が
全
額
自
己
負
担
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

高血圧教室を開催します！
■場所　役場 3 階　会議室

■日時　平成 29 年 3 月 8 日（水）

　　　　午前 9 時 30 分～午後１時

■募集人数　10 名

■お申込みは　保健福祉課　

☎ 0997-72-1068　担当　( 西田・田村 ) まで

■内容　高血圧症を改善予防する方法

　　　　昼食試食会

高血圧が気になるあなたへ ■対象者　国民健康保険加入者で 30 歳以上の方

遺 伝だから、薬を飲んで

いるからとあきらめ

ていませんか？ちょっとした

コツで高血圧症を改善、予防

して健康な血管を手に入れま

しょう！

対象者（下記①、②の条件を満たす者）
①平成 28 年度までの国民保険税を完納した方、② 30 歳～ 74 歳までの方

ドックの種類 自己負担額 医療機関

人間ドック
１日 １８, ０００円 県立大島病院、名瀬徳洲会病院、瀬戸内徳洲会病院

奄美中央病院、厚生連健康管理センター、厚生連病院２日 ３０, ０００円
脳ドック １８, ０００円 県立大島病院、名瀬徳洲会病院、厚知脳神経外科病院

がんドック
PET ドック ７０, ０００円 厚地記念クリニック
PET/CT ドック ９０, ０００円 厚地記念クリニック

対象者（下記①、②の条件を満たす者）
①平成 28 年度までの後期高齢者医療保険料の完納者、② 75 歳までの方

ドックの種類 自己負担額 医療機関

人間ドック
１日 １８, ０００円 県立大島病院、名瀬徳洲会病院、瀬戸内徳洲会病院

奄美中央病院、厚生連健康管理センター、厚生連病院２日 ３０, ０００円

■瀬戸内町国民保険加入されている方の場合

■後期高齢者医療保険加入されている方の場合（人間ドックのみ）
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まちの出来事

町 制 施 行 6 0 周 年 記 念 第 4 1 回 町
駅 伝 大 会 が 開 催 さ れ ま し た

１月８日（日）絆でつなぐ

古仁屋市街地を舞台に毎年開催される、駅伝大会。
今年は１２チーム、120名の選手が参加しました。優勝は、
９区３位から怒涛の追い上げで10区1位になった篠川チーム
です！おめでとうございます。また、船津チームは前回大会
から4分20秒を更新する躍進賞となりました。
■順位
１位篠川チーム１時間22分52秒、２位船津チーム１時間23
分8秒、３位実久チーム１時間24分44秒、４位松江チーム
１時間25分11秒、５位春日チーム１時間25分26秒、
6位瀬久井西チーム１時間26分7秒、７位瀬久井東・清水
チーム１時間26分21秒、８位山郷チーム１時間26分25秒、
９位大湊・須手・手安チーム１時間30分21秒、10位嘉鉄
チーム１時間30分43秒、11位油井チーム1時間32分12秒、
12位高丘チーム1時間35分24秒
■区間賞
１区（小学生男子、1,450m）沖　聡介、嘉鉄5分22秒
２区（50才代、806m）泉　浩也、油井2分49秒
３区（中学生男子、2,900m）菱沼大晟、山郷10分11秒
４区（小学生女子、1,450m）太田　杏渚、油井6分26秒
５区（一般B、2,900m）村田　丈尚、実久10分57秒
６区（40才代、1,450m）堀　雄治、油井5分4秒
７区（中学女子、1,450m）静島　なのは、嘉鉄5分21秒
８区（高校・一般女子、1,450m）
加藤　美友、瀬久井東・清水5分28秒
９区（高校男子、3,564m）
渡　智大、瀬久井東・清水12分43秒
10区（一般A、3,564m）長谷川 誠、篠川11分43秒
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まちの出来事、お寄せください♪　企画課　情報政策係☎ 0997-72-1112Events of the town

　

瀬
戸
内
町
消
防
団（
金
久
修
団
長
）

の
女
性
団
員
ら
７
名
に
よ
る
、
防
火

訪
問
が
加
計
呂
麻
島
の
５
つ
の
集
落

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
８
月
の

請
島
・
与
路
島
実
施
に
続
き
、
２
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

団
員
は
避
難
対
策
や
電
球
な
ど
の

配
線
状
況
な
ど
様
々
な
項
目
を
点
検

し
な
が
ら
、
火
災
を
未
然
に
防
止
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　

瀬
相
区
長
の
浜
田
さ
ん
は
、「
女

性
団
員
の
訪
問
で
住
民
が
安
心
し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ

し
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
町
は
、
地
方
創
生
政
策
へ

の
助
言
や
提
言
を
い
た
だ
く
「
瀬
戸

内
創
生
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
」
を
新
設
し

ま
し
た
。

　

そ
の
第
一
号
と
し
て
、
公
益
社
団

法
人
全
日
本
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
空
手

道
連
盟
代
表
、
緑
健
児
氏
を
委
嘱
し

ま
し
た
。
緑
氏
は
、
阿
木
名
集
落
出

身
で
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
委
嘱
式
で
は
、
委
嘱
状
の
交

付
と
名
刺
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

緑
氏
は
「
町
の
発
展
の
た
め
、
い

ろ
ん
な
出
会
い
を
大
事
に
し
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

加 計 呂 麻 島 で 消 防 団 防 火
訪 問 が 開 催 さ れ ま し た瀬 戸 内 創 生 プ ロ モ ー タ ー の

委 嘱 式 が 開 催 さ れ ま し た

1 月 15 日（日）女性団員活躍中！1 月 16 日（ 月）せとうち創生、始動。

1 月 13 日（ 月）災害に備えて

　

瀬
戸
内
町
と
約
60
事
業
所
が
加
盟

す
る
、
大
島
電
気
工
事
業
協
同
組
合

は
、「
災
害
時
に
お
け
る
電
気
設
備

等
の
応
急
対
策
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。（
写
真
左
「
高
田

幸
三
理
事
長
」、
写
真
右
「
川
畑
公

明
副
理
事
長
」）

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
町
の
要

請
を
受
け
、
優
先
的
に
公
共
施
設
の

電
気
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。

　

高
田
幸
三
理
事
長
は
、「
各
地
で

災
害
が
発
生
す
る
中
、
早
期
に
復
旧

が
で
き
る
よ
う
、
体
制
を
整
え
て
い

き
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

災 害 時 に お け る 電 気 設 備 等 の 応
急 対 策 に 関 す る 協 定 を 締 結

1 月 6 日（土）まちを守る

　

雨
天
と
な
り
、
古
仁
屋
小
学
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
、　

瀬
戸
内
町

消
防
出
初
式
に
消
防
団
や
関
係
者
な

ど
約
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

餅
投
げ
や
消
防
訓
練
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
消
防
、
救
急
車
両

13
台
に
よ
る
消
防
パ
レ
ー
ド
と
表
彰

伝
達
式
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

表
彰
で
は
、
消
防
職
員
や
団
員
ら

計
23
名
が
表
彰
さ
れ
、
昨
年
９
月
に

救
急
活
動
を
支
援
し
た
、
㈲
奄
美
養

業
篠
川
支
店
へ
感
謝
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

平 成 2 9 年 瀬 戸 内 町 消 防 出
初 式 が 開 催 さ れ ま し た
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平成２８年度２月号

  

新人戦及び選手権結果 

サッカー １回戦 古仁屋 鹿児島

男子バスケットボール 回戦 古仁屋 吹上

回戦 古仁屋 鹿屋

女子ソフトテニス（合同チーム）

回戦 古仁屋・鹿児島工業・串木野 川内Ｂ

柔道（個人） 回戦敗退

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校

〒

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 番地

自主自立 敬愛和協 明朗端正 勤勉誠実

せ

新入生整列

男子２２名，女子３４名 計５６名 

が，第６７期生として入学しました 

２月３日に加計呂麻遠行が実施されました。当日は天気にも恵まれ，参加した生徒全員が時間内にゴールし，女子では，

２年生の岩木 香月さんが新記録を出しました。また，今回の加計呂麻への移動手段として，町の協力のもと旅客船４隻を

準備していただきました。ありがとうございました。

加計呂麻遠行 

武道館の改修が終了しました！ 

平成 年度から一般の方

にも施設開放（ ～

）しますので，御利用

いただきたいと思います。

（詳しくは本校事務室へお

問い合わせください。）

男子の部 １位

男子の部１位 渡 智大さん

記録 １時間 分 秒

「来年は新記録目指して２分早

くゴールします！坂道が辛かっ

たけど，自然を楽しめました。来

年も楽しく遠行したいです。」

女子の部１位 岩木 香月さん

記録 ２時間８分 秒

「新記録を目指して頑張りまし

た。本当に出るとは思っていませ

んでしたが，新記録が出てうれし

かったです。」

生徒コメント

・長い道のりで辛かったが，海を見

てリフレッシュした。

・最初は色々話していたが，最後は

無言でゴール。

・いつもあまり歩かないので新鮮だ

った。（加計呂麻の生徒）

県立高校進学指導支援事業公開授業（数学）
１月 日に本校で１年生数学の公

開授業が行われました。内容は「条

件付き確率」で，グループに分かれ

てゲームをしました。そしてそれが

どのような確率で起こるのか話し合

って導き出し，発表し合いました。

女子の部 １位

女子バスケットボール ベスト

（奄美高校との合同チーム）
回戦 古仁屋・奄美 龍桜

回戦 古仁屋・奄美 鹿児島南

回戦 古仁屋・奄美 鹿児島女子

職員コメント

「亜熱帯の森

に抱かれ，気

持ち良く走

ることがで

きました。」

大島地区高校総合文化祭・書道部門揮毫大会 

奨励賞 重山 葵さん・園田 彩香さん

３月１日（水） 

第67回卒業式 
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戸
籍
の
窓

　
　

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　　
　
　
【
保
護
者
】　
【
住
所
】

　

田
中　

大だ
い

成な　
　
　

光
成　
　

嘉
鉄

　

桑
山　

詩う

響き
ょ
う

　
　
　

裕
成　
　

古
仁
屋

　

森
山　

そ
ら　
　
　

弘
常　
　

古
仁
屋

　

富
田　

依い

智ち

香か　
　

兼
臣　
　

古
仁
屋

　
　

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
【
名
前
】　　
　
　
【
本
籍
】

　

三
宅　

勇
也　
　

愛
知
県

　

濵
﨑　

吾
理
沙　

古
仁
屋

　

射
手
園　

章
吾　

姶
良
市　

　

奥　

芙
蓉　
　
　

日
置
市

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す　

　
【
名
前
】　　
　
　
【
年
齢
】　　
【
本
籍
】

　

川
島　

ナ
ツ
子　
　

80　
　
　

於
斉　

　

前
田　

小
次
郎　
　

60　
　
　

勝
能

　

房　

眞
砂
子　
　
　

92　
　
　

古
仁
屋

　

幸
本　

弘　
　
　
　

73　
　
　

篠
川

　

内
田　

東
男　
　
　

96　
　
　

油
井　

　

池
畑　

惠
美
子　
　

88　
　
　

西
古
見

　

龍
田　

ケ
サ　
　
　

94　
　
　

阿
木
名

　

牧　

イ
ツ
子　
　
　

87　
　
　

古
仁
屋

　

昇　

ソ
ノ　
　
　
　

95　
　
　

管
鈍

　

泰
山　

栄
三　
　
　

90　
　
　

清
水

　

笹
嶺　

昇　
　
　
　

63　
　
　

古
仁
屋

　

森
本　

純
則　
　
　

93　
　
　

実
久

　

米
田　

和
良　
　
　

74　
　
　

古
仁
屋

　

義
岡　

義
信　
　
　

82　
　
　

勝
浦

　

龍　

ミ
エ
子　
　
　

84　
　
　

奄
美
市

　

沖　

ミ
ユ
キ　
　
　

75　
　
　

嘉
鉄

　

亀
岡　

富
美
子　
　

94　
　
　

実
久

　

川
井　

靜
子　
　
　

91　
　
　

古
仁
屋　

平
成
29
年
１
月
分

　

香
典
返
し
と
し
て
社
協
へ

　
【
遺
族
】　　
　
　
【
故
人
】　　
【
住
所
】　　
　
　

　

房　

克
臣　
　
　

真
砂
子　
　

船
津

　

義
岡　

志
萠
子　

義
信　
　
　

高
丘

　

一
般
寄
付
金
と
し
て
社
協
へ

　
【
氏
名
】　　
　
　
　
　
　
　
　
【
住
所
】

　

奄
美
産
業
開
発
有
限
会
社

　

第
二
南
西
丸
一
同　
　
　
　
　

奄
美
市
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司法書士による法律相談会（無料）のご案内
　　　【相談日時】３月16日（木）午前10時～午後1時
　　　【場所】町営コーラルタウン船津団地集会所
　　　※本相談会での直接受託は原則行いません。
　　　正式な依頼に至った段階で、費用が発生します。
　　　【お問い合わせ先】主催：瀬戸内町商工会青年部
　　　☎ ０９９７－７２－０１４７（担当：梶ヶ山）

広告

戸
籍
の
窓
は
、
１
月
に
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た
分
の
う
ち
、
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み
を
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敬
称
略
）

水のトラブルすぐに解決！
瀬　戸　内　町　指　定　水　道　工　事　店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事 ( 水洗トイレ )

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲　瀬　戸　内　ビ　ル　シ　ス　テ　ム
瀬久井  ０９０－２５１５－５９２８

私たちが提供する

大切な方の事を考える大切な時間

経済的ご負担が軽くてすむ

「家族葬」を提案いたします。

家族葬
●管理費（年間）

15,000 円～ 35,000 円

●いつでもお参りが

できます。

場所：瀬久井

共同納骨堂

24時間受付・ご相談下さい。 早川福祉葬祭 72－ 4000・4444

自然環境の悪い今日
高い所のお墓やお墓参りの
困難な方々のために
ご先祖様のお骨の管理を
当社がお引受け致します。

事務所　☎　72-3973　　　☎　72-3714　　　☎　72-0754

快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト
・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理

・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
　　　　　　代表取締役　牧　　学

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

収　集　運　搬
１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い
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広報せとうち　24

親睦を深めました｜地女連グラウンドゴルフ大会が開催

フェリーかけろまの運行再開に向けて｜今後のスケジュール

フェリー「かけろま」は、昨年12月29日に発生しました後進ギアの故障による衝突事故のため運休しており、
利用者の皆様には大変ご迷惑をおかけしていますことを心よりお詫び申し上げます。
　海の駅側に傾いている、可動橋の安全確認調査を施工事業者等へ依頼したところ、アンカーボルトの変形
や橋脚のコンクリート基礎裏側に大きな亀裂があり、安全に使用できないとの指摘がありました。
　事業者との協議で可動橋の修復にはう早くても８月上旬までかかるとの
見込みであることから、A コープ横の旧フェリー桟橋を利用することを決定
いたしました。また、新船フェリーによる旧桟橋への接岸は水深等の関係に
より困難なため、「旧船」による運航再開を行うことといたしました。
　なお、旧桟橋の再利用のためには、運輸局への申請や岸壁整備（防舷材の
設置）に１カ月半程度かかるため、フェリーの運航再開は３月下旬頃となる
見通しです。　フェリー「かけろま」をご利用の皆様には、大変ご迷惑をお
かけしておりますが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

１月２２日（日曜日）、町制施行 60 周年記念大会となる、
地域女性団体連絡協議会主催の第８回親睦グラウンドゴル
フ大会が清水公園グラウンドで開催されました。
　晴天に恵まれた大会は、各地区の婦人会など 21 団体、
１３１名が参加しました。準備運動のマスゲームや冷えた
体を温めるぜんざいなどのおもてなしもあり、グラウンド
にはにぎやがな笑い声が響いていました。
　優勝「嘉鉄婦人会」、２位「船津婦人会」、３位「瀬久井
婦人会」の結果となりました。

森林を知ろう｜子ども世界自然遺産博士号講座

１２月２７日（火曜日）第６回目となる今回は、「林野庁の仕事を体
験しよう」講座。国有林や希少野生動物、スギ人工林を知る講義で林
野庁の仕事の内容を学んだあとは、実際に木を切る現場で木の伐採の
様子を見学しました。続いて、木の高さや名前、年齢を調べながら奄
美の森林のこと、林業のことについて体験しながら学びました。

木の年輪を調べる

笑顔で親睦を深めました

木にふれる｜阿木名小中学校で森林環境教育

１月２４日（火曜日）、森林環境税「平成 28 年度未来につなぐ
森林環境教育推進事業」の２回目の事業として、阿木名小中学校
でシイタケ種駒打ち体験が開催され、約５０名の児童が参加しま
した。
　森林の役割や林業の重要性を子ども達に体験してもらうことを
目的としたもので、種駒打ち体験をとおして、森林の循環利用に
ついての理解と関心を高めました。木にふれてシイタケ種駒打ちを体験！

広報せとうち平成 29 年２月号のまちの話題「文化関係コンクール受賞の報告」において、一部掲載漏れがありました。お詫びして
訂正いたします。■平成 28 年度第 84 回全国書画展覧会筆都大賞　谷山暖さん（古仁屋中３年）、受賞おめでとうございます！

旧船フェリーかけろま


